
『日本霊異記』「嬰児鷲所擒以他国得逢父縁」  

 

【所】 

受け身 体言化のまま？ 

嬰児鷲所擒以他国得逢父縁 

嬰児、鷲に擒られて他国に父に逢ふこと得る

縁  

 

０１ 

所拍哭歸 

拍たれて哭き帰る 

 

 

 

 

【之】 

０１ 

見之 

見る 

 

凌蔑之 

凌(しの)ぎ蔑(あなづ)りて 

 

彼鶵望之 

彼の鶵望みて 

 

所擒之年月日時挍之 

擒る所の年月日時を挍(かむが)ふれば 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


